
1 

 

総 務 民 生 常 任 委 員 会 議事録 
 

                          日時：令和８年１月２８日（水） 

                           午前１０時～ 

                        場所：第１・２委員会室  

出 席 者 

委員名 □委員長 岩佐 秀一  □副委員長 渡邊  千恵美  □委 員 竹内 和彦  

         □委 員 菊地 康彦  □委 員 齋藤 俊夫 □委 員 大和 晴美      

欠なし 

会 議 次 第 

１ 開会宣告【委員長】 

２ 連絡 

※ 説明委任 町民生活課長及び子育て定住推進課長の出席 

 ※ SideBooksの04_常任委員会 総務民生常任委員会フォルダ及びMicrosoftチームスに

次第・資料を格納します。確認をお願いいたします。 

 

３ 所管事務調査 

  ⑴ 地域公共交通について【町民生活課】 

・課長から資料に基づき説明（バス事業） 

【齋藤委員】運行改善に利用者に寄り添った対応努力に感謝する。基本的なところ、利用者目線での

運行改善、町としてどこまでするべきか。 

【課長】他の自治体例ではドアtoドア・ＡＩ運行などもあるが、状況見るとタクシー運行会社がない

などやらざるを得ない。本町の場合、日中のお年寄りの移動は、タクシー事業者との競合になる。病

院帰りの便の増発要望に対して、やってしまうことがどうかということもある。学校再編で小学生通

学を見なくなれば、バス継続かタクシー券か、という議論になるが、その前提もタクシー事業者がい

ることである。 

【齋藤委員】地域性によることでベストを見出しにくいこともある。利用者からみれば、自分の利便

性が上がればいいが、事業者との折り合いを考えると、担当課としての努力は今後もお願いしたい

が、その状況の理解を求める必要もあるのではないか。運行改善に要望だけ聞くのではなく、双方向

のやり取りが必要ではないか。地区懇談会では聞く一方のものとなった。広報と広聴は一体として、

運用されるべき。各地区説明会の実施、桜塚には何名集まったか。 

【課長】１０数名。地区主催の町民バスに乗ってみようイベントに参加したもの。 

【委員】昨年の北海道視察の事例では、要望により出向いて説明も行っていた。 

【課長】要望があれば、出向く。利用者には説明しているが、乗らない方がわかりづらいという意見

が多い。民生委員や社協へ周知手段の協力をお願いしている。広報公聴は町広報で触れたい。 

【菊地委員】昨年４月から検討を重ねてきたが、効果がそれほど現れず、要望が多く見直すというこ
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とだが、予約運行型の見直しは事業者との関係もありそれ以上は難しいという状況とのことであれ

ば、町の福祉を維持するための町の置かれている状況を知らせていきながら、このまま進めていける

か。 

【課長】利用者数は同だが費用を１千万円減しているので効果はある。高齢者と小学生をみている

が、統廃合で外れると、福祉部門との協議になるが高齢者や障碍者をサポートすることに重点を置く

ことも考えられる。要望があるものの、事業者の存続が成り立たないと、委託先でもあり、地域公共

交通が失われてしまう。 

【菊地委員】町民福祉、公共交通なので経緯をかけても必要なものは行わなければならない。町の現

状から、どこまでできるかを見ていく必要がる。高齢者は身体的な条件があり、イレギュラーが起き

ると利用の手控えが出てくる。免許もない、公共交通もない、タクシーしかない。亘理まで医者に行

くと往復で１万円かかる。高齢者はそこを心配している。そこに目を向けてもらいたい。 

【課長】町民バスですべてを網羅することは難しい。時刻表の中に福祉タクシーや介護タクシーの情

報も載せて使い分けをお願いしている。便利なものが高価。役割分担をしている現状。今後は福祉部

門にも参画してもらい、検討していきたい。 

【副委員長】高齢者・障碍者、分刻みの時刻表が厳しくないか。 

【課長】授産施設など利用者には、あわせて運行しているので見直しで感謝されている。個人の障碍

者の状況は福祉部門で把握する。 

【副委員長】妊産婦の優遇席、高齢者優遇席も優先して配置するべきでは。 

【課長】指定席はない。タクシー券を子育て部門と協議したが、その他支援で対応しているとのこと

だった。バス事業では料金だけでも制度設計仕様としたい。 

【班長】亘理町事例、妊産婦２名デマンド登録、利用者なし。自分で運転されている。 

【副委員長】スマホ、ＡＩ活用は検討していないか。 

【課長】人件費増、費用増が８００万ほどある。先行の岩沼市ではＡＩ活用は市外からの若い方の利

用がある。ＡＩ活用はあればあっていいが、投資には補助があるが、運営費が課題となる。 

【副委員長】町外者、観光利用を考えたときの連携は。 

【課長】タクシー利用を進めます。 

【齋藤委員】利用券共用化は。 

【課長】御指摘があり、共用化して問題なかったので、実施した。 

【齋藤委員】以前の空気を運んでいるという話は。 

【課長】路線バスの話。乗っている、乗っていない場所で見る人によって異なっていたが、路線バス

のため。現在は聞こえない。 

【齋藤委員】小学生の扱い、教育委員会では健康増進で徒歩を推奨するが、保護者は通学途上の危険

不安払しょくのためバス利用を考えている。教育部門と緊密に協議されたい。 

 

・課長から資料に基づき説明（ゼロカーボン） 

【菊地委員】メガソーラーの件が町長から話があったが、ゼロカーボン関係では。 

【課長】実際は産業観光課で支援だが、町民生活課は監視する側。 

 

（１０：５６休憩   １１：０５再開） 
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  ⑵ 制度改正に伴う移住定住支援策について【子育て定住推進課】 

・課長から資料に基づき説明 

【大和委員】補助額減少、県内最大ではなくなったか。 

【課長】同じく３００万円がある。丸森町。 

【大和委員】７年度改正、改正してよかったか。 

【課長】補助金が減額されたが、問い合わせは個人やハウスメーカーから変わらずある。 

【竹内委員】６年度交付件数８５件。７年度はこれからか。 

【課長】６年度は駆け込み需要があった。また、民間賃貸ができたことの影響がある。 

【竹内委員】７年度の駆け込みは期待できないか。 

【課長】民間賃貸が昨年度終了。昨年度ほど見込んでいない。 

【齋藤委員】駆け込みは、制度改正に伴うことか。 

【課長】４月から制度改正があるため、間に合わせる申請が多かった。 

【齋藤委員】制度改正が外に出たのはいつか。 

【班長】予算可決後。 

【齋藤委員】では駆け込みという表現はどうなのか。 

【課長】こちらの受け止めの表現。 

【齋藤委員】２か年度比較で、７年度実績と見込みからみると上回るのか。 

【班長】民間賃貸がない。今後見込みは２１件。２０件ほど減る。この制度は今年度までというＰＲ

をしていたことから増加もある。昨年度後半に申請された方は今年度分に入る。 

【齋藤委員】昨年は制度改正もあるが、時限措置の最終年度だということの影響、駆け込みという見

立てになるということか。 

【班長】はい。 

【菊地委員】アンケート１０ページ。移住定住者は不安を抱えて町選びをしていると思うが、今後対

応を取るか。 

【課長】イベント出席の際に周知行う。相談事があれば担当課につないでいる。 

【班長】遠くから移住される方は、仕事に不安が大きい。東京でのフェアでは七十七銀行との協同で

情報提供している。農業であれば、担当課に紹介する。 

【菊地委員】子育て移住推進課でアンケート結果に対して連携をとっていくのか。 

【課長】庁舎内連携を図っていく。 

【菊地委員】空き家の紹介、他自治体でリフォームして提供というのもあるが。 

【課長】空き家バンクの協定今年度結んだ。地域おこし協力隊の活用も考えていきたい。 

【齋藤委員】町のＰＲ資料、ガイドブックが必要ではないか。昨年視察した南幌町資料がよかった。 

【班長】移住ガイド、冊子を作成し提供している。Ａ３両面。来年度はページ数を増やしたものの予

算要求をしている。他自治体を参考に進めていきたい。 

【齋藤委員】１資料３、移住フェア参加者の中で、移住に結び付いた方は。 

【課長】未だいない。 

【齋藤委員】坂元の元坂中跡地住宅用地、新年度予算に向けてどうか。担当外だが。 

【課長】それ以上把握していない。 
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【齋藤委員】組織的に情報共有されていない段階か。 

【課長】はい。 

【委員長】空き家が３００件ある。リフォームするには新築より金額がかかる。発想を変えてリフォ

ーム補助金を増額すればいいのでは。実際にやってみた。古い建物は規格外、解体に処分料が高価に

なる。ただ土地もついているので、それを含めて計算してほしい。提言。 

【竹内委員】リフォーム事業補助金１００万円、中古住宅５０万円。足りない。増額考えられない

か。 

【齋藤委員】町の実情に沿った制度運用が望まれる。担当課でも研究してほしい。送料抑制はわかる

が、どこに重点を置くのか。年齢制限をしていないが、的を絞ることもありえる。中古物件に合わせ

た見直しも重要だと思う。 

【課長】限られた財源、有効利用を図る。 

 

４ その他 

 ⑴ 議会広報・広聴常任委員会委員選出 

   ・1/27副議長選挙に伴い新たに岩佐委員長、渡邊副委員長が互選されたことによ

り、標記委員を１名選出願います。 

   ・新広報委員は本日13：15からの広報委員会に出席願います。 

【委員長】菊地委員から自薦あり。 

（全員、了承） 

 

 

５ 閉会宣告【委員長】 

 

 ◎今後の主な行事予定  

  １月２９日（木）１３時１５分～ 仙南・亘理地方町議会議長会自治功労者表彰式 

               及び仙南・亘理地方町議会議員合同研修会 蔵王町 

          （12：00バス出発）全議員 

    ３１日（土）１４時～ 議会報告会 ひだまりホール会議室５ 全議員 

  ２月 ２日（月）１０時～ 議会全員協議会（執行部） 

     ３日（火）１０時～ 亘理地区行政事務組合議会全員協議会・臨時会 組合議員 

    １３日（金）１０時～ 議会全員協議会（議会側） 

    １５日（日）１３時半～ なり手不足セミナー ひだまりホール会議室５ 全議員 

 

 

（閉会 １１：４５） 

 

 

 


